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1 10
コロナ禍で面会が制限される為、家族等が意
見や要望を表し難い状況にある可能性があ
る。

ＬＩＮＥなどのＩＣＴの活用で、タイムリーに入居者情
報を提供し、家族とのさらなる意見表出を求めた
い。

ＬＩＮＥやメールを活用し、写真では伝わりにくい
利用者の日常風景を動画で伝える。

２ヶ月

3 8
権利擁護に関する制度の理解が十分とは言え
ない。

今後、多様な家族状況が予測されることから、日
常生活自立支援事業や成年後見制度の研修を実
施したい。

権利擁護に関する社内研修を行い制度に関す
る理解を深める。

１２ヶ月

2 37
非常災害時の備蓄管理が明白とは言えない。
また、避難時の利用者情報は個々にまとめる
必要がある。

昨今の異常気象の現状から、備蓄一覧表の整備
や入居者に関する持ち出し書面の見直しをする。

備蓄一覧表の整備を行う。
スタッフだけでなく、第三者の目にも明らかなよ
うに利用者情報の見直しをする。

１２ヶ月

２、目　標　達　成　計　画

事業所名　　　グループホームあたか
作　成　日　　令和 ３年８月６日


